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縦
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=
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概
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岬
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介
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叉
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仲
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又
憩
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は
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熱
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茶
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に
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収
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叉
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検
色
せ
-
.
荷
色
の
1i
別
は
前
報
に
同
じ
-
七
純
に
分
ち
た
-
｡
凡
て
昭
和
十
三
年
荘
小
繋
に
し
て

同
年
十
月

に
講
船
せ
り
C

フ

ェ
ノ
ー
ル
耶
色
法
に
よ
る
小
港
の
品
印
鑑
隷

(
鞘

l
.
即

)



ア
ヱ
ノ
ト
ル
軒
色
法

に
上
る
小
欝
の
品

珊
絶
軌

(節
二
田
)

1-1､
結

果

槍
色
の
結
果
は
'
節

一
報
の
如
し
0

第

l

衣

小

泰

山
フ

ヱ

ノ

ー

ル

着

色

(
昭
和
十
三
年
)

1
0
11

.I空Il 喋 岡 檎

山 査

螺 節

′′ 伊 ′′ 江 /′ /′ ′′ 新 // 〟 // A 【コローコ

J 買 思 中良 也 柿l 罰 紳後 力 ILri

に

挙

四 三 二 川 二 二 四 三 二軍 琴 甲 等 敬琴 等 琴 等 琴 琴 等 苧

′′ /′ ′′ ′F2 着lL ′/ /′ ′/ .i;/'i ′′ /′ /′ i..jJi 七

IT! 茶 幡価

槻 柑 後の

l一 色 l負 也 也

II // // I/ 莱A一 /, H W X- 甘さ /′ 茶 -F'5第 茶褐七l `̀tl 両lp 欄 網 時間横√~.

II 也l 負 悶 褐色 色 色 ノ錯也

】 ′′ ′′ 拡 茶と ,,誉【 柑 I/ // /I ,%褐也 ′′ ′′i出 井:I茶 杓 乾粗相

相 和 のntJy,

色 色 色 色 負



′′ 供 箪縄 伏 ′/と搾 /′ 淡
神前 の茶

茶 色営 兼 脱硝 }';合色 ノ)､
lこ と

和 琴 褐 雲 和
也 紬

色 混 色 色 白

′′ 茶 色茶 茶 ′′混兼 ′′ fl≒
柑 1号細
Ci 也
に と

絢 煙 硝 弔 紳
少 柏
RIJ 也

Ll_

色 褐 色 の 色

′′ ′′ 茶 浪 ′′混fI等 /′ 紫
合柏

It.Li: 也と
梢 愚 絢

禍 翠,a

色 色 との 色

横

茶

褐

色

殆

ん
ど

不

戦
色

は

茄

1.f

色

混

糸

紺

色

色黒 ′/ ′/ 那 鰐の.uBi.lk
枚拘 眼炎

負 .-.p 合碧 茶に
ィ.tJ と

･Z 和 蒜 禍
杏 也
褐 色 色 と 包

相.n ′′ ′′iGー )′ 軌 茶
T1,.

露曽 紫 A
隻 糊

亮 杓 柏

し1 色 色茶 色

合畢梢負相少叔班

紺

色

√

紺

色

一

フ

ェ

ノ
ー

ル

着
色
砧
に
よ
る

小
策
の
品

締

碇

隷

(第
二

轍
)

1
〇
三

･ヽ-



7

ユ
ノ

ー

ル
街
色
法
に
f
i
る
小
萄
9

品
郁
霊

(F
.由
)

I
u
p

櫛デモ節

rri; 衣

城 城

四 三 二二 ′′ ぶIl ′′ 赤 ′′ ′′ FI柿 カ サ ⊂コn【コ柿仙iこ
-3尭 ラ ヤ 響

rlq T二. =三 - 四 三 二 掛
呼 等 等 等 等 等 等 等 専 守 等

′′′′ ′′ 弧茶 ′′ ,uI3褐不 不 異様相磯 .lR 七

望t='_- 孝}1亡 .ー>fV

茶 杓讐 紀 和碧 莱 時間

甲 四 箸 に に 後
褐 警 六 易 褐 - め田

也 潤 % の. J也色 茶 色 の 黒 虫

′′ ′′ ′′ 黒褐負 亨出 弼 T.相接 傾 袖茶色茶 茶 -紫 色紺色tlS 色相靴褐 由博聞礎の=1':;-也

望 讐 枇讐 茶 枇色 色に に
乃 二 に - 八 褐

薫 警 芳 褐 八 %% の
相 接 の の 取
色 frE 葉 色 .照 褐 色

′′′′ ′′ 黒褐色 禍.Gl色黒色糸 ilLC 果茶色茶 炎 班き

--.紫靴 的 孝 祁稚拙瑚
相和 色 一色 色色 色 乾

ti に に ･[れ Err_ 枇
に -- Vq亭 に 八 祁
少 % % 一 % の

散 票 警 八 ,J7 群
の fl! 熊 dp L1号 也
展 梢 褐 色 の 褐 色

せ よ 故 老 } ー ′一一一一 備考

艦 混

府
順
を
.異
に
す
れ
ば
'小
葬
の
拙
準
〓M
紺
を
=t
ハ

に
す
る
故
に
'醇
願
に
よ
-
て
そ
の
松
準
小
杏
の
フ
ヱ
ノ
ー
ル
前
也
の
異
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叉
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酌
て
商
‖州
的
情
に
英
文
な
き
こ
と
な

れ
ど
'
そ
の
純

潔

い
程
度
を
到
底

肉
眼
に
て
は
鑑
別
L
僻
は
ざ
る
も
'
此
方
淡
に
よ
れ

ば
､
容
易
に
そ
の
租
艇
を
鑑
宜
し
柑
る
こ
と
を
よ
-
示
せ
-
0

二
'
市
販
小
夢
亡
着
色
反
鷹

市
中
に
版
訳
せ
る
小
葬
の
フ
ェ
ノ
ー
ル
茄
色
戊
膝
を
試
験
し
て
'
そ
の
純
香
､
混
合
の
程
度
を
見
ん
と
し
た
る
が
､
そ
の
試
料
を
粘
る
こ

と
困
難
な
-
O
よ
=
七

此
円
的
を
通
し
柑
ざ
る
も
'
不
取
的
手
許
に
あ
る
糊
試
料
に
つ
き
て
就
煉
し
た
る
紡
鼎
は
節
≡
教
の
如
L
c
そ

の

傑

験
ム
鮭
は
前
件
歯
に
川
じ
o郡

三
t!iy

i;

放

小

葬

い
フ

ェ

ノ

ー

ル

新

色

(
岬
利
十
g
:甲

一
月
)

l び昭 に I

前
記
新
申
長
及
び
チ
ッ
コ
-
に
於
て
は
典
抑
拘

わ
混
合

を
認
め
ぎ
り
L
が
'
カ
ナ
ダ
小
輩
に
て
は
'
そ
の
縦
令
=州
柿
な
る
を
認
め
た
-
0

前
拙
新
中
長
及
び
チ
ッ
コ
-
の
試
料
は
=黒
目
恵
し
-
'
寧
ろ
･iHの
糾
料
に
川
ひ
ら
る
1
も
の
な
-
L
も
､
‖州
印
は
純
潔
に
し
て
､
批
A
H
物
に

フ

ェ

ノ

ー
ル桁
色
法

に
よ
る
小
器

の
品
相
成
誠

(
祁

∴
郎
)



フ

ェ

ノ

ー
ル
背

色
法
に
よ
る
小
繋
の
品
搾
鑑
識

(
部

.1

..輔
)

‥
〇
八

あ
ら
ざ
る
を
認
め
た
る
が
､
カ
ナ
ダ
小
番
は
炎
粉
川
と
し
て
倭

良
｡州
招
な
る
も
'
却
っ
て
品
椛
は
脱
令
物
な
-
L
h
J認
め
た
り
｡
こ
れ
竹品

番
代

は
肉
眼
に
て
は
明
か
に
な
し
得
ざ
る
も
'
フ
ヱ
ノ
ー
ル
新
色
に
よ
れ
ば
容
易
に
鑑
定
し
得
る
な
-
0

lIJ.
舌
小
事
U
フ
ェ
ノ
ー
ル
着
色
反
慮

小
葬
が
苫
-
な
れ
ば
フ
ヱ
ノ
ー
ル
茄
色
反
腰
は
減
退
す
る
も
の
な
-
や
K
=
や
に
つ
き
て
'
攻
に
･lt-f
験
を
行

へ
=1
.

一
'
試

料

+/
.#
十
二
を

(
妄
三
)
に
支
邦
よ
り
直
様
迭
-
雅
た
-
た
る
白
小
努
の
恕
本
あ
-
｡
即
ち
頓
に
T<
れ
た
る
ま
1

一
七
年
胴
保
ル
せ
る
末
日州

印
あ
11
0
昭
和
_瑚
年

(l九二
九
)
に
ロ
シ
ャ
よ
-
輸
入
せ
る
捕
逸
仰
小
努
を
昭
和
六
年

(
1迦
三
)
に
歳
Ti｡媒
現
せ
る
八
前
年
の
椀
々
の
小
男

1

二
純
あ
=1
.
又
新
中
良
を
昭
和
八
年

(
一九
童
)(六
年
前
)
よ
-
水
分
を
異
に
L
t
iJ
つ
練
'
肺
舞
及
び
伐
に
貯

へ
し
も
の
七
試
料
と
･
同
じ

-
昭
和
八
年
に
収
楼
せ
し
小
璽

一.椛
'
九
年

(
五
聖

肌
)
に
収
推
せ
る
_Iq
試
料
と
あ
-
｡
以
上
の
古
き
小
谷
を
朋
ひ
て
'
フ
ヱ
ノ
ー
ル
帯
色

戊
艦
を
溝
験
し
た
-
0

二
'
方

漢

是
迄
の
試
験
に
同
じ
｡

≡
'
結

黙

右
試
験
の
結
果
は
､
第
川
虫

の

如
し
.

那
仙
火
の
紡
児
を
見
る
に
'
止

迄
新
し
き
試
料
に
つ
き
て
溝
験
し
た
る
も
の
に
比
較
す
る
に
'

1
七
年
叉
は
そ
れ
以
内
の
貯
赦
年
駅
に
て
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小
葬
の
フ
ヱ
ノ
ー
ル
若
色
は
腰
に
世
化
た
き
を
認
む
る
な
た

勿
論
‖川
和
に
よ
-

て
洪
淡
堅
耶
す
こ
と
'
批
姓
の
如
L
o
･&･
購
i=正

と

新
色
と
の
糊
係
を
比
る
に
'
僻
躍
小
の
水
分
令
山北
の
彫
?
_に
つ
き
て
は
､
水
分
が
多
-
な
れ
ば
.或
は
多
少
根
色
に
な
る
相
川
あ
る
が
如
-
'

叉
綿
に
碑
対
せ
し
も
の
よ
-
も
､
肺
炎
又
は
快
姓
に
て
仰

へ
し
も
の
に
多
少
洲11J-
前
巴
す
る
仰
向
あ
る
が
如
き
も
､
そ
の
差
異
た
る
や
小
に

し
て
秘
な
ら
す
C

小
歩
の
口m
椛
鑑
兜
に
於
て
'
古
き
小
要
も
荊
色
に
3
L･1
た
き
が
故
に
'
新
色
に
よ
-
て
=州
純
を
総
長
す
る
に
は
､
罷
叩
比
を
考
ふ
る
い
必

要
な
き
を
訟
む
O
同
時
に
フ
ヱ
ノ
ー
ル
若
山
に
よ
.1
て
小
碁
の
新
手

で
決
･:<
す
る
こ
と
能
は
す
.

四
､
小
事
の
熱
度

亡
着
色
反
摩

小
歩
の
熟
度
と
フ
ェ
ノ
ー

ル
新
仏
尺
瓜
と
の
閥
係
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比
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1
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昭
和
十

二
叫
六
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ヱ
ノ
ー

ル
宥
色
味
に
よ
る
小
輩
の
品
輔
佐
鈍

(
郎
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一
二
一

の
楢
に
;刊
:;*
を
附
け
て
記
し
泣
き
'
開
花
日
よ
-
起
算
し
て
五
円
毎
に
'
五
穂
宛
を
収
-
て
'
川

O
H
後
迄
'
八
回
に
分
ち
て
椛
々

の
熱
籾

に
探
捕
し
た
る
も
の
を
用
ひ
て
'
フ
ヱ
ノ
ー
ル
=J1.小
色
戊
鮎
を
検
束
し
た
=1
0

右
五
和
に
つ
き
て
､
熟
度
と
フ
ェ
ノ
ー
ル
新
色
と
の
関
係
.kJl兄
た
る
に
'
そ
の
折
北
は
雛
五
衣
の
如
し
｡
そ
の
庭
球
i方
法
は
須

一
夫
の
試

験
に
於
け
る
と
同
じ
｡

第

五

衣
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小
潜
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品
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第
五
衣
に
ょ
れ
ば
'
冊
花
後
五
H
に
て
'
漸
-
碓
筏
の
形
冊
を
布
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
時
に
は
'
差
色
が
秘
め
て
逓
-
し
て
し
か
も
淡
色
な

る
も
'
開
花
後

一
〇
度
又
は
そ
れ
以
後
に
於
て
は
荊
色
も
卑
-
､
且
っ
恐
色
に
な
る
を
認
む
.
そ
れ
故
成
熟
の
赫
め
て
初
期
に
於
て
は
'
堀



反
中
に
フ

ヱ

ノ

つ

-
ゼ
の
如
き
前
出
.il
囚
物
の
ル
ル
が
少
′
､し
て
､
そ
の
後
急
に
之
が
故
生
多
く
し
て
､;+
-

山
っ
淡
色
を
七
,す
る
を
認
む
Q

闘
化
柊
的

山
C

日

枝
は
t
tTl<
熱
に
於
け
る
と
‖
じ
-
川
付
の
色
を
=1
す
る
が
故
に
､
此
フ
ヱ
ノ
ー
ル
音
色
戊
願
は
棚
め
て
初
期
の
熱
捌
を
除

け
は
､
比
に
十
分
に
そ
の
力
を
渡
川
す
る
も
い
な
る
を
認
む
る
な
-
.
換
Ir!=
す
れ
ば
､
極
め
て
判
別
の
班
別
を
除
け
ば
､
そ
の
後
の
熱
度
に

よ
り
て
爪
i
]に
差
W
Cな
し
と
一.ム
ふ
べ
L
o

此
1-f
蛤
に
於
て
､
朝
鮮
小
藩
仙
川
裏
と
耶
す
る
も
山
に
於
て
は
､
杵

々
洪
津

村

･=
混
在

モ
認

め
た

り
O

こ
れ
此
〓州
梢
が
郵
仰
に
よ
り
て
-I

純
な
る
か
､

或
は
機
械
的
に
13
和
せ
る
に
困
る
べ
L
o

此
伴
蹄
に
於
て
こ

J.l･J.h.eu
l,7
rtEL7-
l,
Cj

.小
出
朕
桝
を
k
r
it
は
､

<LL
･S
撫
石
凸
な
り
L
O

こ
rTl
は
程
水
此
神

山

小
炎
が
フ
ヱ
ノ
ー
八
に
上

り
で
前
払
皆
ざ
-
L
J
rI.ム
ふ
帖
升
あ
る
に

一
光
せ
I
Q

叉
T
r
E
tL+c
zL
777
77TOn
O普
cCL･m

は
'
フ
ヱ
ノ
I
心
に
よ
り
て
急
速
に
:
'つ
恐
色
に
差

出
せ
る
JJ
と
も
､
前
IJ=～じ
他
山
挿
柚
よ
=
も
戚
狩

に
=rllr右

を
認
め
た
-
O

よ
り
て

T
･
m
o7W
eOCetEま
に
は
､
極
め
て
爪
i
jL
=S

き
珊
瑚
あ
り
と
J.1'
ふ
べ
し
.

こ

山部
仰j.は
攻
雛
に
於
て
迎
ぶ
る
桝
と

一
致
す
る
な
り
｡

五
'
他
の
種
類
の
フ
ヱ
ノ
ー
ル
着
色
反
席

次
に
普
池
小
姿
の
他
の
帥
卿
に
つ
き
て
フ
ヱ
ノ
ー
ル
荊
i
lを
検
･tJ火
せ
ん
と
し
て
'
■揃
e;
::=.よ
り
椴
人
せ
る
相
即
∵
梢
と
､
描
過
よ
り
愉
人

せ
る
小
輩
八
椛
と
に
つ
き
て
満
験
し
た
-
O
何
れ
も
昭
か
六
咋
(
T九
≡
)
の
隼
.･f
に
か
ゝ

る
(;相
′L
な
-
.
古
捕
r
に
て
も
;i.=
色
に
礎
化
無
き

は
前
の
性
験
に
よ
っ
て
明
か
な
り
lC
挫

蛤
の
紡
;7
は
節
山ハ
火

山如
し
O

フ

ェ

ノ

ー

ル
補
色
弦
に
上
る
小
輩
の
U州
再
度
感

(萌
∴
俄
)

二
..i



フ
ェ
ノ
ー

ル
粁
色
法
に
よ
る
小
賓
の
品
和
代
艶

(耶
二
取
.)

節

六

火

小
参
の
托
郡
と
フ
ェ
ノ
ー

ル
荊
色

(
糊
剤
Lハ
竿

の
ぷ
料
に
つ
き
十
川
itT
｢
眉
鞍
す
〕

二

六

軒

(
杓

器

先
)

T
,7Ptl+67)1T1
(hLl･tL)Jl
LT'8440
(
珊
)

に
H

du7
･篭
b

i

)EI5r
tw
･
JW
J
･J
e
t:fn
)I,E3
一
l
≡

T

(
捕

)

1

.･
d
to･tE"

I
)F,S1･.
昌
1･･
JL,･Od
eiJb
l･J,Le

H
cs
)一
(揺
)

T

･
tl･tm
-utI
)
L
L7
S3
ご
aT･･
≡
e(a)1,,)～

AL
(符
)

T
･
LLlr
.,l

td,n
JL
T

･

234
(
鈎

〕

T
･
po
lo7H.tl,,,I
T
.

8

(
鞘

)

]
･
),,I)nQPW
e･-,.I,
u
S

Gl
;2

(
脂

)

1

.･
d
I+軍
等ヽ
L
T
.
)4

(
潤

)

y

･
dtco
u
I11lA
T

･

:3:
.,
(
狗

)

J
･..1-,･Jd
t,(
28

4･
.3

9(

料)

f

rt

l

I
一

l-1ー

j
∵
や
ぎ

rr

･27

(濁)

不

耶

色

〟純

炎

褐

色

不

石

包

芯
紫
槻
色

不

祁

色

.q

iLZ

--;
也

不

･.打

色

紫

=-3

色

爪
炎
糊
包

桝
訓
小
勢
と

L
U

一打

枇

扱

･L(る
1
も
の
1

中
に
蛙
､
多
数

の

端

純
を

包

含

す
る
こ
と
は
､

人
の
知
る
州
な

る
が
､
種

の

貼

る
に
よ
っ
て
､

そ
グー
フ
ェ
ノ
ー

ル
前

色

blL｡
E
E

る

べ
き
は
浩
然

あ
り
門
べ
し
｡

故
に

T
･
d
u
74LL

,n･r
･

lLLryI(TELm
JT
･

p
otu,-LL.～Em･,
T
･
､毒
W
COL.eLLnJ･T
･

(Eicocc蔓
,
T
･
.yp
elta
に
つ
き
て
試
験
し
た
る
結
;)
を

1
J
か

ば
'
柚
に
よ
-
て
そ
の
茄
色
は
肢
に
差
異
あ
りCJ
S
み
な
ら
す
､
m

一
種
内
に
て
も
=
州
印
に
よ
っ
て
そ
の
新
色
を
輿
に
す
る
を
認
む
o
少
数
の

材
料
な
る
故
に

一
般
的
に
...:;
ふ
こ
と
能
は
ざ
れ
ど
t

T
･
(llm
L,IL
に
は
〓=｡
折
に
よ
っ

1.J

フ
ェ
ノ
ー

ル
に
よ
り
伽
新

色
､
決
茶
組
色
叉
は
茶
柵



色
乃
至
漆
雛
純
色
と
な
り
t

T
･
turgiEt
u
m
,
T
･
,non
ococt･uM
に
て
は

黙
祖
也
に
貯
色
す
る
も
仙
れ
-
t
1

.
I

P
Olo,a.L･u
m

T

･
,j
LL.U
C
L.M
L

は
不
新
色
に
な
-
t
T
･
･yp
elLa

は
茶
初
S
]父
は
淡
紫
祖
色
に
新
色
す
る
も
の
あ
る
を
認
め
た
-
.
さ
れ
ど
多
-
山
前
椛
を
〓
ふ
れ
は
い
f
]

を
a
'に
す
る
も
の
を
生
す
る
こ
と
k
=り
柑
べ
し
.

六
'
温
度
亡
着
色
反
廉
U
の
関
係

前
回
の
研
究
に
於
て
'
穂
比
筑
摩
及
び
内
相
拙
摘

3
1
7=州
種
を
川
ひ
て
'
氾
比
と
新
色
杖
鮭
JJ
の
紺
係
を
訓
和
し
た
る
に
'
駈
代
川
C
l

六

っ

皮
に
於
て
'
虻
も
辿
か
に
析
出
す
る
を
認
め
'
二

C
1
三
〇
艇
に
於
て
も
､
之
に
次
ぎ
て
よ
-
前
出
す
る
を
比
た
り
･｡
右

の

結

北

を

碓

か
む
る
巧
め
'
耶

卸

十
l(
年
十
日
に
府
中
舶
t
n
日
収
げ
州
.3林
1-
.純
,=
'ニ
E州
印
を
川
ひ
て
'
柚

代
二
<

度

と井
目
血

と
に
放
け
る
茄
巴
山
比

較
た
行
ひ
た
り
O

l､
カ

法

北

進
行
ひ
氷
た
り
し
如
Y
.
稚
め
輔
代

二
九
庇
の
水
中
に
二
川
咋
仙
浸
し
川比
き
､
攻
に

1
露
わ
フ
ェ
ノ
ー
ル
に
て
､
一
九
庇
と
九

C
庭
の

恒
温
淋
内
に
入
れ
て
'
荊
巴
の
進
行
を
訓
和
せ
=1
0
即
ち
十
丁
甘
九
日
士

別
十
帖
に
フ
ヱ
ノ
ー
ル
に
.LE
L
･
土

:,･_iI
･
牛
後
二
帖
及
び
午
後

川
帖

に二
帖
押

付
に
桧
也
し
た
-
｡
そ

の後
は
･:fi温
い
ま
ま
:j

朝
九
時
迄
放
超
し
て
､
班
に
桧
色
し
･
∬
っ
乾
維
持
に
つ
き
て
も
槍
色
し
た

日
ソ0

二
'
ト
‖
<山中

;i

右
托
掠
れ
結
北
は
雛
七
火
の
如

し
｡

フ

ェ
ノ

ー
ル
小
色
法
に
上
る
小
繋

の
品

稲

尾

隷
-
(節
'-+別
)



フ

ェ
ノ

ー

ル
邪

色
法
に
よ
る
小
筆
の
品
和
解
誠
(第
二
鞭
)

節

七

衣

温

度

と

フ

ヱ

ノ

ー

ル

新

色

堤 昌田 釈 一コt]CI

林 中 柿

義 良 ち

_:Ji - 五 一一 丁エ ー-- im

O 五 (⊃ 五 ○ 荊唯 慢

禍嶺 flt' tllf 淡 耶淡 淡

色相 莱 老爺 謄也 よ柏 茶 ti,i.1
JlJ欄 褐 り也 後

莱 褐色 色 孤-rJ:褐 の
i母 Lれ 笥
紫 色 ど 甲 也

拘緊 JJ'1ミ 茶 伐 爺 撲 壁

色相也 端 A 時間
乃 褐 柏 柑 後

平潤i .b l 相 褐 の新也色 色 色 色

i丘3黒 弧頃柑褐色 翁等 i}lt' 淡 井 伏 .L-ノ借ヽ問炎 栄
色に 褐 褐 倭

少 紬倣 相 褐 早)

の 色 也 色 色 色 41也

溝 i凸果紫梢 ′′ 茶 ′′ X- 丙

梢琶紺 色にIiT少 硝 褐 博聞後の

取色 の 也 也 守音也

の黒槻黙i即時E!梢 ′′tl!' ′′ IfS-pi:ilJ 乾燥
紫色 世禍に Jb/d鯉 雫 褐 相の封

備考六時冊後は岩浪に屯きたro

机七太によれば'脱-怨一k.蛙と五〇度との比較に於て'その荷E]はLJ.〇度に於て通に硯ほれて川時制にて止れ-Cされど結局に於ては'鯛渦度兆にE一の帯出になりて､その紙料岡布山i.也を硯はしたり｡よりて五〇度の也脱離を刷意するならば､比況虻にて親疎するを似なりとす｡五〇度に於では優㍍川崎側にて'既に囚和の帯色を硯はす.線比一J度は宴脱と見るも売文な-､特別の恒縦蓑::jを壊せすして可なる激に'その琳-扱い似なれど､六時川にては仙米だ十分の新色をなさずQ前出進行中にして'二川帖冊にてその帯出が榊定するが故に'溝駿に起時川を盟す｡かく一和一攻

怒る紋妃､何れによるも､その試験の榔合によりて吋なることを認め力･To



t
t
摘

辛

二

昭
利
十
.It茄
｣よ
り
十
川
叫
に
亘
り
て
'
≠

如
拙
畔
小
劣
と
フ
ェ
ノ
ー
ル
爪

色
は
虹
､
iE
桝
小
磐
と
消
色
fiS
腺
､
古

小
容
と
フ
ヱ
ノ
ー
ル

前
出
は
舷
'
小
劣
の
熟
度
と
･i
=
凸
は
聴
'
小
努

の州
別

(
S
p
ecies)と
フ
ェ
ノ
ー

ル
荊
也
T3
腰
､

及
び
脱
皮
と
諮
也
k
酢
と

の脚
係
fT
を

試

験
し
た
U
Q.

二
'

肘
臓
を
鞘
に
す
れ
ば
小
劣
の
排
畔
==｡
柿
を
苑
に
す
る
枚
に
､
府
蝶
に
よ
-
て
､
そ
の
枇
畔
中
巻
の
フ
ヱ
ノ
ー

ル
茄
巴
の
興
る
は
*
=然
な

け｡
よ
･2
て
或
る
懸
下
に
特
出
の
=…
純
が
多
求

に

牧
経机
出
せ
ら
る
1
材
令
に
'
そ
の
小
容
の
フ
ェ
ノ
ー
ル
祈
也
を
槍
滋
す
る
岬
は
､
‖州

印
及
び
≠
細
を
判
･:j
L
糾
る
場
合
か
る
ベ
L
｡
火
小
安
が
批
介

純

た
る
岬
は
之
を
絵
川
し
柑
ペ
く
'
ネ
箕

に
､
榔
畔
.州
に
於
て
も
机
鵬

な
る
は
稀
に
し
て
'
仙
=州
楯
の
邪
.+
弱
L-)混
入
目
せ
る
和
合

多
き
を
認
め
た
り
｡

三
｡
山
肌
小
饗
に
於
て
は
､
た
と
ひ
‖仰
爪T
は
叶
止
な
る
も
､

;3
(
日
日州
抑
な
る
均
分
あ
り
｡
之
に
.i
i
し
て
=

州
明
.<
上1
な
る
も
'
却
っ
て
批
(
=純

に
あ
ら
ざ
る
こ
と
あ
り
Q
附
し
て
肉
肘
に
て
は
之
を
認
め
ぎ
･･U
も
､
フ
ヱ
ノ
ー
凡
に
よ
れ
ば
'
之
を
鑑
別
し
柑
る
な
り
｡
(
二
)(
‥ニ
)
よ
り
′

想
像
す
れ
ば
'
iiJ
際
収
引
せ
ら
る
1
小
黍
に
は
批
合
印
な
る
瑚
合

州
::=川
に
多
し
｡

川
､

7
七
舛
'
八
舛
'
六

1-

.

.I

.11二
を

紅
た
る
1-f
小
額
の
ソ
ヱ
ノ
ー

ル
爪
色
を
L
J
た
る
に
'
;
.心筋

't
の
隼
附
に
て
は
'
小
峯

山
フ
ェ
ノ
ー
ル
前

色
k
肱
に
硬
化
伽
:.し
｡

故
に
フ

ェ
ノ
ー

ル
新
色
に
よ
り
て
､
小
饗
の
耕
;t
を
決
火
す
る
こ
と
批
は
す
o

茄
､
貯
赦
惟
什
と
フ
ェ
ノ
ー
ル
浩
巴
.i
!肱
と
山
闇
係
を
止
る
に
'
･i=
就
中
に
小
番
の
水
分
の
多
き
も
の
は
t
i/
分

の少
き
も
り
に
比
し
て
'

錐
分
沸
也
に
な
る
仰
向
あ
る
が
如
-
'
叉
麻
漉
叉
は
快
盤
に
て
.3-
へ
し
も
の
は
'
緋
に
祇
封
せ
し
も
の
よ
-
も
棟
介
約
-
苅
也
す
る
仰
向

7

エ

J

l
･it
打

S
]
法

LIL■上
る
小
等
の
品
師
職
級

(
節

.J'別
)

二
九



7

ヱ
ノ
ー
凡
打
色
法
に
よ
る
小

額

S
L
品

軸

各

紙

(
戦

二
鞘
)

あ
る
が
如
き
も
'
そ
の
方
韻
は
推
し
か
ら
す
.

雪

間
花
後
五
日
に
て
'
漸
-
椛
班
の
形
冊
を
付
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
帖
に
は
､
新
色
は
細
め
て
迎
-
し
て
'
山
つ
清
色
は
挽
き
も
'
理

化
後

1
C
n
叉
は
そ
れ
以
後
に
て
は
'
;'
-
八
つ
濃
-
な
､リ
て
､
そ
の
和
新
特
和
の
茄
色
'3
船
を
上
す
る
な
り
0
換
11ll･.す
れ
ば
触
め
て
初
期

の

執
政
を
除
け
は
､
そ
の
後
の
勲
位
に
よ
-
て
は
3i...;S
]紅
茶
苅
な
し
｡

七
へ
普
如
小
沓
以
外
の
伏
流
_
せ
し
和
動
に
於
て
は
､
T

r

L

.ti
c

～
m

d
u
r
lL.,n
は
‖州
抑
に
よ
-
て
'
フ
ヱ
ノ
ー
ル
に
よ
り
無
i.<
色
'
決
茶
袖
色
叉

は
茶
袖
f
]乃
至
渋
茶
純
色
を
よ
す
る
を
澱
め
､

T
･
l～
rg
id
～
m
,T
･n
w
nococcum
に
て
は
辿
か
に
r-;純
色
に
新
色
す
る
を
認
め
t

T
.

p
o
Zo～icS
,i,
T
･
d
icoccltL7n
に
て
は
不
浩
f
jに
な
り
.､
T
･
sp
eZ
ta
は
茶
純
色
叉
は
淡
紫
禍
S
]に
L=
也
す
る
を
認
め
た
=1
0

八
､

温
度
と
フ
ェ
ノ
ー
ル
苅
色
J
j
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